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地
震
や
風
水
害
等
の
自
然
災
害
、
鉄
道
災
害
等

の
事
故
災
害
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
す
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
特
に
、
我
が
国
は
、
海
洋
プ
レ
ー
ト
と

大
陸
プ
レ
ー
ト
の
境
界
に
位
置
す
る
た
め
、
プ
レ
ー

ト
の
沈
み
込
み
等
に
起
因
す
る
地
震
が
数
多
く
発

生
し
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
以
上
の
地
震
回
数
は
世

界
の
二
○
．七
％
（
注
）
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

海
岸
線
が
長
く
複
雑
な
た
め
、
津
波
に
よ
る
被
害
を

受
け
や
す
い
国
土
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

警
察
は
、
地
震
を
始
め
、
い
か
な
る
大
規
模
災
害

に
対
し
て
も
、
迅
速
か
つ
的
確
な
災
害
警
備
活
動
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
様
々
な
事
態
を
想
定
し
た
実

戦
的
な
訓
練
を
積
み
重
ね
る
と
と
も
に
、
事
案
発
生
の

際
に
は
、
被
災
地
に
広
域
緊
急
援
助
隊
を
速
や
か
に
派

遣
す
る
な
ど
、
有
事
即
応
態
勢
を
確
立
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
「
焦
点
」
で
は
、
近
年
の
大
規
模
災
害
発

生
時
に
お
け
る
警
察
の
活
動
や
取
組
み
等
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

　
（
注
）
全
世
界
で
九
六
一
回
発
生
し
、
う
ち
日
本
で

一
九
九
回
発
生（
平
成
一
〇
年
か
ら
一
九
年
ま
で
の
間
。

平
成
二
〇
年
版
防
災
白
書
。）。

特
集 

〜
大
規
模
災
害
等
に
備
え
て
〜

土砂崩れで沢がせき止められ浸水する温泉地（平成20年岩手・宮城内陸地震）

大規模な土砂崩落による地形の変化（平成20年岩手・宮城内陸地震）
泥にまみれながらの捜索活動（平成20年岩手・
宮城内陸地震）
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平
成
七
年
一
月
一
七
日
（
火
）
午
前
五
時
四
六

分
こ
ろ
、
兵
庫
県
淡
路
島
北
部
を
震
源
と
す
る
大

都
市
直
下
型
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
地
震
の
規

模
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
．三
、
震
源
に
近
い
兵
庫

県
神
戸
市
で
は
震
度
七
の
激
震
を
記
録
し
、
ビ
ル
や

家
屋
の
倒
壊
、
火
災
等
に
よ
り
死
者
・
行
方
不
明
者

六
、四
三
七
人
、
負
傷
者
は
約
四
万
四
、〇
〇
〇
人
に

及
び
ま
し
た
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
い
て
警
察
は
、
兵
庫

県
警
察
は
も
と
よ
り
全
国
か
ら
多
数
の
警
察
官
を
動

員
し
、
全
国
警
察
の
総
力
を
挙
げ
て
、
被
災
者
の
人

命
救
助
や
行
方
不
明
者
の
捜
索
等
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　

こ
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
活
動
を
通
じ
て
、
警

察
は
、
情
報
の
収
集
・
伝
達
、
部
隊
の
広
域
的
派
遣

の
在
り
方
、
災
害
用
装
備
資
機
材
の
整
備
等
に
つ
い

て
、
様
々
な
貴
重
な
教
訓
を
得
ま
し
た
。
こ
う
し
た

教
訓
を
も
と
に
、
災
害
対
策
専
門
部
隊
と
し
て
の
広

域
緊
急
援
助
隊
を
全
国
に
設
置
す
る
と
と
も
に
、
災

害
発
生
に
備
え
て
、
全
国
の
警
察
署
・
交
番
・
駐
在

所
に
至
る
ま
で
、
災
害
用
装
備
資
機
材
の
整
備
充
実

を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
避
難
所
に
お
け
る
被
災

者
の
各
種
相
談
や
心
の
ケ
ア
の
活
動
に
当
た
っ
た
女

性
警
察
官
等
に
よ
る
「
の
じ
ぎ
く
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」

の
取
組
み
は
、後
の
新
潟
県
警
察「
ゆ
き
つ
ば
き
隊
」、

宮
城
県
警
察
「
栗
駒
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
隊
」、
岩
手
県
警

察
の
「
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
隊
」
等
に
受
け
継
が
れ
て
い

ま
す
。

警戒活動中の機動隊員（兵庫県神戸市中央区） 救出活動中の機動隊員（兵庫県神戸市兵庫区）

のじぎくパトロール隊（兵庫県神戸市兵庫区）

１
阪
神
・
淡
路
大
震
災

の
教
訓

寸前で転落を免れたバス（兵庫県西宮市）
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一
．
平
成
一
六
年
台
風
二
三
号

　

一
六
年
一
〇
月
に
発
生
し
た
台
風
二
三
号
に
よ
る

豪
雨
と
強
風
に
よ
り
、
近
畿
・
四
国
地
方
を
中
心
に
、

死
者
・
行
方
不
明
者
九
八
人
、
負
傷
者
約
六
五
〇
人
、

全
壊
家
屋
約
七
七
〇
戸
に
上
る
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。

　

特
に
被
害
の
大
き
か
っ
た
兵
庫
県
や
京
都
府
で

は
、
河
川
が
氾は

ん

濫ら
ん

す
る
な
ど
し
て
、
多
く
の
住
民
等

が
孤
立
状
態
と
な
り
ま
し
た
。
兵
庫
県
警
察
や
京
都

府
警
察
で
は
、
機
動
隊
等
を
投
入
し
、
被
災
者
の
救

出
救
助
活
動
や
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
等
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
京
都
府
舞
鶴
市
で
は
、
由ゆ

良ら

川
の

氾
濫
に
よ
り
観
光
バ
ス
が
水
没
す
る
事
案
が
発
生
し

ま
し
た
が
、
京
都
府
警
察
の
機
動
隊
が
関
係
機
関
と

連
携
し
、
観
光
バ
ス
の
屋
根
等
に
避
難
し
て
い
た
乗

客
等
全
員
を
救
助
し
ま
し
た
。

二
．
平
成
一
六
年
新
潟
県
中
越
地
震

　

一
六
年
一
○
月
二
三
日
（
土
）
午
後
五
時
五
六

分
こ
ろ
、
新
潟
県
中
越
地
方
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
六
．八
の
直
下
型
地
震
が
発
生
し
、
同
県

川
口
町
で
震
度
七
、
小
千
谷
市
、
山
古
志
村
、
小
国

町
で
震
度
六
強
を
記
録
、
新
潟
県
を
中
心
に
死
者

六
八
人
、
負
傷
者
約
四
、八
○
○
人
に
上
る
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。

　

新
潟
県
警
察
で
は
、
三
三
都
府
県
警
察
か
ら
広
域

緊
急
援
助
隊
等
の
派
遣
を
得
て
、
被
災
者
の
救
出
救

助
等
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
潟
県
中
越
地
震
で
は
、
山
間
部
に
お
い
て
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
、
道
路
の
損
壊
や
土
砂
崩
れ
は

六
、五
○
○
箇
所
を
超
え
ま
し
た
。
警
察
は
、
道
路

が
寸
断
さ
れ
、
孤
立
状
態
と
な
っ
た
山
古
志
村
に
、

警
察
航
空
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
等
に
よ
り
広
域
緊
急

援
助
隊
を
輸
送
し
、
被
災
住
民
の
救
出
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、「
村
内
で
連
絡
が
と
れ
な
い
者
が

い
る
。」
と
の
情
報
に
基
づ
い
て
、
倒
壊
家
屋
の
一

斉
捜
索
を
行
う
と
と
も
に
、
寝
た
き
り
の
老
人
や
妊

婦
な
ど
一
〇
〇
人
を
超
え
る
住
民
を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

で
長
岡
市
内
の
避
難
所
等
に
搬
送
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
活
動
の
中
、
新
潟
県
警
察
航
空
隊
の
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
が
、
長
岡
市
妙み

よ
う

見け
ん

堰ぜ
き

付
近
の
土
砂
崩
落

現
場
に
お
い
て
白
い
破
片
様
の
物
を
発
見
、
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
か
ら
降
下
し
た
レ
ン
ジ
ャ
ー
隊
員
が
、
発
災

当
初
か
ら
行
方
不
明
と
な
っ
て
い
た
母
子
三
人
の
車

観光バス屋上に孤立した乗客を救助する機
動隊（京都府舞鶴市）（産経新聞社提供）

警察ヘリコプターによる住民の救出活動（新潟県山古志村）

生存者を発見した警視庁の災害救助犬
（新潟県長岡市）

２
近
年
の
主
な
大
規
模

災
害
と
警
察
の
活
動
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両
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
警
視
庁

の
災
害
救
助
犬
の
捜
索
に
よ
っ
て
車
内
に
生
存
者
が

い
る
こ
と
が
分
か
り
、
消
防
等
の
関
係
機
関
と
連
携

し
て
救
出
救
助
活
動
に
当
た
っ
た
結
果
、
男
児
一
人

を
四
日
ぶ
り
に
救
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
新
潟
県
警
察
と
二
五
都
府
県
警
察
の

女
性
警
察
官
等
に
よ
り
「
ゆ
き
つ
ば
き
隊
」
を
編
成

し
、
避
難
所
生
活
を
送
る
被
災
者
の
た
め
、
エ
コ
ノ

ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
対
策
等
の
医
療
情
報
、
犯
罪
に

あ
わ
な
い
た
め
の
防
犯
指
導
等
を
内
容
と
す
る
「
県

警
ゆ
き
つ
ば
き
隊
安
全
ニ
ュ
ー
ス
」
を
作
成
す
る
な

ど
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
隊
員
の
中
に
は
、阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
際
に
「
の
じ
ぎ
く
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」避難住民に声を掛ける「ゆきつばき隊」

車両とマンションに挟まれた乗客を救助する広域緊急援助隊
（兵庫県尼崎市）

車両内の乗客を救助する広域緊急援助隊（兵庫県尼崎市）

に
属
し
た
兵
庫
県
警
察
の
女
性
警
察
官
も
含
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、「
毘び

沙し
ゃ

門も
ん

隊
」
と
命
名
し
た
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
を
編
成
し
、
被
災
地
域
に
お
け
る
パ
ト

カ
ー
に
よ
る
警
戒
警
ら
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
地
震
を
契
機
に
、
警
察
で
は
、
更
に
高
い
救

出
救
助
能
力
を
有
す
る
エ
キ
ス
パ
ー
ト
チ
ー
ム
と
し

て
、
一
二
都
道
府
県
警
察
の
広
域
緊
急
援
助
隊
に
特

別
救
助
班
（
Ｐピ

ー
レ
　
ク
ス

－
Ｒ
Ｅ
Ｘ
）
を
新
た
に
設
置
し
ま
し

た
。

三
．
Ｊ
Ｒ
西
日
本
福
知
山
線
列
車
事
故

　

一
七
年
四
月
二
五
日
（
月
）
午
前
九
時
一
八
分

こ
ろ
、
兵
庫
県
尼
崎
市
の
Ｊ
Ｒ
西
日
本
福
知
山
線
に

お
い
て
、
七
両
編
成
の
快
速
列
車
が
急
カ
ー
ブ
区
間

を
通
過
す
る
際
、
前
五
両
が
脱
線
し
、
う
ち
先
頭
二

両
が
沿
線
の
マ
ン
シ
ョ
ン
一
階
部
分
に
衝
突
、
死
者

一
〇
七
人
、
負
傷
者
五
五
五
人
に
上
る
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。

　

兵
庫
県
警
察
で
は
、
突
発
重
大
事
案
対
策
本
部
を

設
置
し
、
近
畿
五
府
県
警
察
か
ら
、
延
べ
約
一
七
〇

人
の
広
域
緊
急
援
助
隊
の
派
遣
を
得
て
、
救
出
救
助

活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

救
出
救
助
現
場
は
、
車
両
が
複
雑
に
マ
ン
シ
ョ
ン

に
食
い
込
む
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
し
た
が
、
マ
ン

シ
ョ
ン
の
崩
落
を
防
ぎ
な
が
ら
車
両
を
切
断
す
る
な

ど
し
て
、
救
出
救
助
に
当
た
り
ま
し
た
。

ッ
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四
．
平
成
一
九
年
能
登
半
島
地
震

　

一
九
年
三
月
二
五
日
（
日
）
午
前
九
時
四
一
分

こ
ろ
、
石
川
県
能
登
半
島
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
六
．九
の
地
震
が
発
生
し
、
同
県
七
尾
市
、

輪
島
市
、
穴
水
町
で
震
度
六
強
、
志
賀
町
、
中
能
登

町
等
で
震
度
六
弱
を
記
録
、
石
川
県
を
中
心
に
死
者

一
人
、
負
傷
者
約
三
六
○
人
等
に
上
る
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。

　

石
川
県
警
察
で
は
、
新
潟
、
岐
阜
、
福
井
及
び
愛

知
の
各
県
警
察
か
ら
広
域
緊
急
援
助
隊
等
の
派
遣
を

得
て
、
被
災
者
の
救
出
救
助
や
行
方
不
明
者
の
捜
索

等
の
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
安
否
確
認
を
行
う
た

め
、
家
屋
の
倒
壊
被
害
の
激
し
か
っ
た
輪
島
市
門
前

町
を
中
心
に
世
帯
へ
の
訪
問
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
女
性
警
察
官
等
で
編
成
し
た
被
災
者
支
援

隊
を
避
難
所
等
に
派
遣
し
て
、「
交
換
ポ
ス
ト
」や「
交

換
日
記
」
を
活
用
し
た
相
談
活
動
や
被
災
者
の
心
の

ケ
ア
等
の
対
策
に
当
た
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
道
路

寸
断
に
よ
り
孤
立
状
態
と
な
っ
た
地
区
か
ら
避
難
し

た
住
民
に
対
し
て
は
、
警
察
官
や
警
察
航
空
隊
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
が
撮
影
し
た
同
地
区
の
ビ
デ
オ
を
上
映
す

る
な
ど
し
て
、
住
民
の
不
安
感
を
和
ら
げ
る
こ
と
に

努
め
ま
し
た
。
こ
う
し
た
活
動
に
対
し
て
、
被
災
者

や
家
族
の
方
々
か
ら
感
謝
の
手
紙
や
折
り
紙
が
警
察

に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

倒壊家屋での救出活動（石川県輪島市）

安否確認のため訪問活動を行う広域緊急援助隊（石川県輪島市）

避難住民に声をかける女性警察官（石川県輪島市）

被災者から届けられた折り紙

交換日記
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五
．
平
成
一
九
年
新
潟
県
中
越
沖
地
震

　

一
九
年
七
月
一
六
日
（
月
）
午
前
一
○
時
一
三

分
こ
ろ
、
新
潟
県
上
中
越
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
六
．八
の
地
震
が
発
生
し
、
同
県
柏
崎
市
、

刈
羽
村
、
長
岡
市
、
長
野
県
飯
綱
町
で
震
度
六
強
、

新
潟
県
上
越
市
、
小
千
谷
市
、
出
雲
崎
町
で
震
度
六

弱
を
記
録
、
新
潟
県
を
中
心
に
死
者
一
五
人
、
負
傷

者
約
二
、三
五
○
人
に
上
る
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

新
潟
県
警
察
で
は
、
八
都
県
警
察
か
ら
広
域
緊
急

援
助
隊
等
の
派
遣
を
得
て
、
被
災
者
の
救
出
救
助
・

避
難
誘
導
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
等
の
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

　

新
潟
県
中
越
沖
地
震
で
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

と
同
様
、
被
災
者
が
倒
壊
家
屋
の
下
敷
き
と
な
る
現

場
が
数
多
く
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
警
察
は
、
特
別
救

助
班
を
中
心
と
し
た
広
域
緊
急
援
助
隊
等
を
被
害
の

大
き
か
っ
た
柏
崎
市
に
投
入
し
、
伸
縮
式
画
像
探
索

機
、フ
ァ
イ
バ
ー
ス
コ
ー
プ
、高
性
能
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

等
の
資
機
材
を
用
い
て
、
一
人
で
も
多
く
の
被
災
者

を
救
出
す
べ
く
活
動
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
救
出
部

隊
の
現
場
の
活
動
状
況
は
、
警
察
の
通
信
対
策
を
専

門
と
す
る
機
動
警
察
通
信
隊
に
よ
り
、
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
そ
の
映
像
が
警
察
庁
や
内
閣
総
理
大
臣
官
邸
に

配
信
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
新
潟
県
中
越
地
震
の
際
に
活
躍
し
た

「
ゆ
き
つ
ば
き
隊
」
と
「
毘
沙
門
隊
」
を
編
成
し
、

被
災
者
の
支
援
活
動
や
被
災
地
の
警
戒
活
動
等
に
当

た
り
ま
し
た
。「
ゆ
き
つ
ば
き
隊
」
に
は
、
臨
床
心

理
士
の
資
格
を
持
つ
職
員
を
含
め
る
な
ど
中
越
地
震

の
経
験
を
生
か
し
、
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
主
要
交
差
点
に
サ
イ
ン
カ
ー
や
交
通
整
理

の
た
め
の
警
察
官
を
配
置
す
る
な
ど
し
て
、
災
害
応

急
対
策
の
た
め
の
緊
急
通
行
車
両
の
通
行
確
保
や
交

通
事
故
防
止
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

救出救助活動を行う広域緊急援助隊特別救助班（新潟県柏崎市）

機動警察通信隊が撮影した映像を伝送する衛星通信車（新潟県柏崎市）

交差点において整理・誘導活動を行う交通機動隊員（新潟県柏崎市）
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六
．
平
成
二
〇
年
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震

　

二
○
年
六
月
一
四
日
（
土
）
午
前
八
時
四
三
分

こ
ろ
、
岩
手
県
内
陸
南
部
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
七
．二
の
地
震
が
発
生
し
、
同
県
奥
州
市
、

宮
城
県
栗
原
市
で
震
度
六
強
、
宮
城
県
大
崎
市
で
震

度
六
弱
を
記
録
、
宮
城
県
・
岩
手
県
を
中
心
に
死
者

一
三
人
、
行
方
不
明
者
一
○
人
、
負
傷
者
約
四
五
○

人
に
上
る
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

宮
城
・
岩
手
の
両
県
警
察
で
は
、
一
六
都
道
県
警

察
か
ら
広
域
緊
急
援
助
隊
等
の
派
遣
を
得
て
、
被
災

者
の
救
出
救
助
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
等
の
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
地
震
で
は
、
山
間
部
に
お
い
て
大
き
な
被
害

が
生
じ
ま
し
た
。
特
に
、土
砂
災
害
が
多
く
発
生
し
、

山
の
形
が
変
わ
る
ほ
ど
の
土
砂
崩
れ
や
道
路
の
損

壊
、橋
の
落
下
等
が
至
る
と
こ
ろ
で
発
生
し
ま
し
た
。

　

地
震
発
生
当
時
、
震
源
付
近
の
山
間
部
に
は
、
温

泉
宿
泊
客
や
ハ
イ
キ
ン
グ
、
渓
流
釣
り
の
た
め
の
入

山
者
が
多
く
、
道
路
が
寸
断
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
孤

立
事
案
や
土
砂
崩
れ
に
よ
る
生
き
埋
め
、
落
石
に
よ

る
被
害
等
が
発
生
し
ま
し
た
。
警
察
は
、
余
震
等
に

伴
う
土
砂
崩
落
や
せ
き
止
め
湖
の
決
壊
等
の
二
次
災

害
の
危
険
性
が
高
い
中
、
広
域
緊
急
援
助
隊
等
を
警

察
航
空
隊
や
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
現
場
に
派

遣
し
、
被
災
者
の
救
出
や
行
方
不
明
者
の
捜
索
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　

岩
手
県
一
関
市
で
は
、
国
道
三
四
二
号
に
架
か
る

祭ま
つ
る

畤べ

大
橋
が
崩
落
し
、
三
十
数
人
が
立
ち
往
生
す

る
事
態
と
な
り
ま
し
た
が
、
千
葉
県
警
察
航
空
隊
の

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
関
係
機
関
と
連
携
し
、
す
べ
て
の

崩落した橋（岩手県一関市）

寸断された国道342号（岩手県一関市）崩落した吊り橋（宮城県栗原市）

土砂崩れにより通行不能となった道路（宮城県栗原市）
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方
を
救
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
宮
城
県
栗
原
市
に
お

け
る
行
方
不
明
者
の
捜
索
活
動
で
は
、
泥
ま
み
れ
に

な
り
な
が
ら
の
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
や
一
本
の
ロ
ー
プ
に

命
を
預
け
て
の
崖
下
へ
の
降
下
等
、
捜
索
活
動
は
正

に
自
然
と
の
闘
い
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
部
隊
の
活
動
状
況
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

で
派
遣
さ
れ
た
機
動
警
察
通
信
隊
に
よ
り
、
衛
星
を

活
用
し
た
映
像
通
信
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
警
察
庁
や

内
閣
総
理
大
臣
官
邸
に
配
信
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
被
災
者
の
方
々
の
心
の
ケ
ア
等
の
支

援
に
万
全
を
期
す
た
め
、
女
性
警
察
官
を
中
心
に
、

宮
城
県
警
察
で
は
「
栗
駒
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
隊
」
を
、
岩

手
県
警
察
で
は
「
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
隊
」
を
編
成
し
て
、

相
談
所
の
開
設
や
避
難
所
訪
問
活
動
等
を
行
い
ま
し

た
。

避難所を訪問する岩手県警察「イーハトーブ隊」 広報チラシにより安全情報を発信する宮城県警察「栗駒シャクナゲ隊」

被災現場に向かう広域緊
急援助隊（宮城県栗原市）

バケツリレーで土砂を搬
出する機動隊員
（宮城県栗原市）

ロープを使用して降下す
る広域緊急援助隊
（宮城県栗原市）
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広
域
緊
急
援
助
隊
に
、
極
め
て
高
度
な
救
出
救
助
能

力
を
有
す
る
専
門
部
隊
と
し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
全
国
で
約
二
〇
〇
人
の
警
察
官
が
隊
員

に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
被
災
者
を
捜
索
・
救
出
救
助

す
る
た
め
の
各
種
装
備
資
機
材
を
備
え
、
新
潟
県
中

越
沖
地
震
、
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
等
の
震
災
現
場

の
ほ
か
、
台
風
に
よ
る
土
砂
崩
れ
、
列
車
の
脱
線
事

故
等
の
現
場
に
派
遣
さ
れ
る
な
ど
し
て
困
難
な
救
出

救
助
活
動
の
先
頭
に
立
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

三
．
各
種
訓
練
の
実
施

　

広
域
緊
急
援
助
隊
は
、
毎
年
、
各
管
区
警
察
局

ご
と
に
合
同
訓
練
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
各
都
道
府

県
警
察
に
お
い
て
も
、
平
素
か
ら
厳
し
い
訓
練
を
重

ね
る
な
ど
、
救
出
救
助
技
術
の
向
上
に
励
ん
で
い
ま

す
。
中
で
も
、
特
別
救
助
班
は
、
廃
屋
、
廃
車
等
を

利
用
し
た
実
戦
的
訓
練
や
消
防
救
助
機
動
部
隊
等
の

関
係
機
関
と
の
合
同
訓
練
等
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。

土砂に埋もれた車内からの救出訓練を行う特別救助班（９月、大阪）

特別救助班の装備資機材
○　被災者を捜索するための装備資機材
伸縮式画像探索機 ファイバースコープ 生存者捜索システム

●伸縮式画像探索機・ファイバースコープは、倒壊した建物等の隙間にカメラ部分を差し
込むことで、内部を確認することができます。
●生存者捜索システムは、生存者の呼吸等を、音と波形画像に変換して知らせてくれます。

●高性能チェーンソーは鉄筋コンクリート等を、また、酸素溶断機は厚さのある鋼板を切
断することが可能です。レスキューツールは、油圧の力を利用した装備で、隙間を押し
広げたり、金属板や鉄棒等の切断に使用します。

酸素溶断機 レスキューツール高性能チェーンソー

○　被災者を救出救助するための装備資機材

３
広
域
緊
急
援
助
隊

一
．
設
置

　

広
域
緊
急
援
助
隊
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教

訓
を
踏
ま
え
、
大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
い
て
、
迅

速
・
的
確
な
災
害
警
備
活
動
を
行
う
た
め
に
、
都
道

府
県
を
越
え
て
広
域
的
に
即
応
で
き
、
か
つ
高
度
な

救
出
救
助
能
力
と
自
活
能
力
を
有
す
る
災
害
対
策
の

専
門
部
隊
と
し
て
、
七
年
六
月
に
全
国
の
都
道
府
県

警
察
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
隊
は
、
救
出
救
助
を
行
う
警
備
部
隊
、
緊
急
交

通
路
の
確
保
等
を
行
う
交
通
部
隊
、
検
視
や
遺
族
等

へ
の
安
否
情
報
の
提
供
等
を
行
う
刑
事
部
隊
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
現
在
は
全
国
約
四
、七
○
○
人
の
警

察
官
、
警
察
職
員
が
隊
員
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
隊
は
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
被
災
地
の

都
道
府
県
公
安
委
員
会
の
援
助
の
要
求
に
基
づ
い
て

派
遣
さ
れ
、被
災
地
の
都
道
府
県
警
察
と
連
携
し
て
、

各
種
の
災
害
警
備
活
動
に
当
た
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

二
．
特
別
救
助
班
（
Ｐピ

ー
レ
　
ク
ス

－

Ｒ
Ｅ
Ｘ
：P

olice Team
  

of R
escue E

xperts

）
の
設
置

　

特
別
救
助
班
は
、
新
潟
県
中
越
地
震
の
教
訓
を
踏

ま
え
、
一
七
年
四
月
、
全
国
一
二
都
道
府
県
警
察
の

ッ
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国
際
警
察
緊
急
援
助
隊
の
活
動

　

警
察
は
、
国
内
に
限
ら
ず
、
海
外
で
発
生
し
た
大

規
模
災
害
に
も
出
動
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
六
二
年
九
月
、
警
察
庁
を
始
め
、
北
海
道
、

警
視
庁
、
埼
玉
県
、
神
奈
川
県
、
愛
知
県
、
京
都
府
、

大
阪
府
、
兵
庫
県
及
び
福
岡
県
の
九
都
道
府
県
警
察

の
警
察
官
を
指
名
し
て
、
国
際
警
察
緊
急
援
助
隊
を

設
置
し
ま
し
た
。
国
際
警
察
緊
急
援
助
隊
は
、
被
災

国
政
府
や
国
際
機
関
の
援
助
要
請
に
よ
り
、
被
災
国

に
派
遣
さ
れ
ま
す
。

　

警
察
は
、
平
成
二
○
年
五
月
一
二
日
に
発
生
し
た

中
国
四
川
大
地
震
に
お
い
て
も
、
警
察
庁
三
人
、
警

視
庁
一
七
人
の
計
二
○
人
の
隊
員
と
警
視
庁
の
災
害

救
助
犬
三
頭
を
現
地
に
派
遣
し
、
消
防
庁
や
海
上
保

安
庁
の
部
隊
と
合
同
で
救
出
救
助
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
中
国
で
は
、
こ
う
し
た
国
際
警
察
緊
急
援
助
隊

の
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

救出救助活動を行う国際警察緊急援助隊（平成20年中国四川大地震）

　

近
年
、新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
が
危
惧ぐ

さ

れ
、そ
の
対
応
が
国
際
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

政
府
は
、
一
七
年
一
二
月
に
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
対
策
行
動
計
画
」
を
策
定
す
る
な
ど
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
を
進
め
て
お
り
、
警
察
庁
に
お

い
て
も
、
二
〇
年
九
月
に
「
警
察
庁
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
対
策
行
動
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

警
察
庁
の
行
動
計
画
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
国
内
発
生
に
備
え
た
関
係
機
関
と
の
緊
密
な
連
携

や
、
発
生
時
の
各
種
混
乱
に
伴
う
不
測
の
事
態
へ
的

確
に
対
処
す
る
た
め
に
、
警
察
が
推
進
す
べ
き
施
策

を
体
系
的
に
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
各
都
道
府

県
警
察
に
お
い
て
も
、
警
察
庁
の
計
画
に
即
し
て
、

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
そ
の
実
情
に
応
じ
た

具
体
的
か
つ
実
践
的
な
行
動
計
画
を
策
定
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
万
が
一
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
国
内

で
流
行
し
た
場
合
に
は
、
警
察
庁
と
都
道
府
県
警
察

が
連
携
し
、
行
動
計
画
に
基
づ
い
て
感
染
拡
大
防
止

や
被
害
最
小
化
の
た
め
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
警
察
に
お
い
て
は
、
必
要

な
予
算
の
確
保
や
各
種
資
機
材
の
整
備
等
に
努
め
て

い
ま
す
。

国際警察緊急援助隊派遣状況

（時事）

（時事）

・イラン（地震）に６人を派遣
・フィリピン（地震）に11人を派遣平成２年

・マレーシア（ビル倒壊）に11人を派遣平成５年

・エジプト（ビル倒壊）に９人を派遣平成８年

・アルジェリア（地震）に19人を派遣平成15年

・パキスタン（地震）に15人を派遣平成17年

・中国（地震）に20人を派遣平成20年

・コロンビア（地震）に15人を派遣
・台湾（地震）に45人を派遣平成11年

４
海
外
に
お
け
る
大
規
模

災
害
に
対
す
る
支
援
活
動

５
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

・モロッコ（地震）に７人を派遣
・タイ王国（津波）に20人を派遣平成16年


